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図2　アンケート結果（件数の多い順表示）
ラップなどを購入しないようにし、米のとき汁を流さずに有効利用して
いる学生は1％以下である。また家電製品は省エネ型以外は買わないよう
にしている学生は約1％であるが、
これは学生の身分ではなかなか省
エネ製品に買い替えることができ
ないことの反映だと考える。
3．2．エコポイント
図3にアンケートから算出した
エコポイントの平均値のレーダー
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図3　エコポイント平均
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図4　有害化学物質優先型
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チャートを示す。これによると5つの
行動パターンで40ポイントにほぼまん
べんなく分布していることがわかった。
次に、各分野で特異な形を示す例を
記す。
図4には有害化学物質優先型と呼べ
るレーダーチャートを示す。このパターンの人は大気汚染や温暖化問題に
はあまり関心を持っていないようで
ある。
図5には大気汚染優先型と呼べる
レーダーチャートを示す。このパター
ンの人は水質汚染や有害化学物質問
題にはあまり関心を持っていない
ようである。
図5　大気汚染優先型
図6には温暖化優先型と呼べるレー
ダーチャートを示す。このパターンの
人は水質汚染や有害化学物質もんだい
にはあまり関心を持っていないようで
ある。
図6　温暖化優先型
ダーチャートを示す。このパターン
の人は大気汚染問題にはあまり関心
を持っていないようである。
図8には水質汚染優先型と呼べ
るレーダーチャートを示す。このパ
ターンの人は温暖化問題に関心を
図7には廃棄物優先型と呼べるレー
′重噴lこ．
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図7　廃棄物優先型
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図8　水質汚染優先型
持っていないようではあるが　エコ
ポイントが60ポイント以上あり理想
型に近いと言える。
4．結論
温暖化、廃棄物、水質汚染、大気汚染、有害物質の行動パターン5種類に
ついてエコポイントを算出した。理想型に近いポイントを獲得する学生がい
たものの、大半の学生のレーダーチャートはいびつな形を示していた。この
ことは、環境分野が広いので当面その中の関心がある分野だけについて対処
しようとしているからではないかと考える。身近にできることは何かについ
て考え、議論をすることによって環境問題に真剣に取り組んでいく人の養成
には教育が非常に重要だと考える。これまで以上に環境問題に関する情報を
学生に提供し考えさせ、行動に移させるようにする必要があると考える。
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